
 

  
 
 

 

 
 

 
                        

     

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

国
際
的
に
も
国
内
的
に
も
、
政
治
、
社
会
、
経
済

等
々
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
中
で
、
我
が
国
の
高
齢
化
だ
け
は
否
応
な
く

進
ん
で
い
ま
す
。
高
齢
者
の
数
は
今
か
ら
二
十
年
後

の
平
成
四
十
年
代
頭
初
（
二
〇
三
〇
年
代
頭
初
）
ま

で
上
昇
カ
ー
ブ
を
画
い
て
い
き
ま
す
。 

 

仁
生
園
へ
の
入
所
待
ち
の
方
も
三
百
余
名
に
な
っ

て
い
ま
す
。
単
に
順
番
に
よ
り
入
所
を
決
め
て
い
た

の
で
は
、
真
に
援
助
を
必
要
と
す
る
方
に
手
を
差
し

の
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

 
そ
こ
で
昨
年
四
月
か
ら
優
先
入
所
に
関
す
る
規
程

を
定
め
ま
し
た
。
既
に
十
人
ほ
ど
の
方
が
こ
の
制
度

に
よ
り
救
済
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
と
も
施
設
利
用
者

の
重
度
化
が
年
を
追
っ
て
進
ん
で
い
ま
す
。
入
所
者

や
ご
家
族
の
皆
様
方
の
施
設
へ
の
ご
希
望
も
複
雑
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
適
切
に
応
え
る
た
め

に
は
職
員
の
一
層
の
資
質
の
向
上
が
必
要
で
す
。 

 

そ
れ
を
後
押
し
す
る
か
た
ち
で
、
昨
年
四
月
愛
寿

会
後
援
会
の
お
力
に
よ
り
、
山
梨
県
で
唯
一
、
介
護

福
祉
士
資
格
取
得
奨
励
手
当
支
給
制
度
を
設
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
支
援
を
得
な
が
ら
二
十
名
近
く
の
受
験
者
一

同
一
月
の
試
験
日
を
目
前
に
猛
勉
強
中
で
す
。 

     

 

そ
の
よ
う
な
中
、
新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
す
。 

 

ご
承
知
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
愛
寿
会
に

は
、
「
日
常
の
心
得 

七
つ
の
誓
い
」
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
。
役
員
も
職
員
も
全
員
こ
れ
を
そ
ら
ん
じ

て
い
ま
す
。 

一
、
は
い 

二
、
す
み
ま
せ
ん 

三
、
あ
り
が
と
う 

四
、
お
か
げ
さ
ま 

五
、
ど
う
し
ま
し
た 

六
、
そ
う
で
す
ね 

七
、
さ
せ
て
く
だ
さ
い 

 

以
上
で
す
が
、
こ
の
七
つ
を
日
々
反
芻

は
ん
す
う

し
な
が
ら 

実
践
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、
二
百
余
名
の

利
用
者
の
皆
様
の
ご
満
足
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
ご

家
族
の
皆
様
の
ご
安
心
に
連
動
し
て
い
く
と
確
信
す

る
か
ら
で
す
。 

 

こ
の
こ
と
を
固
く
お
約
束
申
し
上
げ
、
庚
寅
（
か

の
え
と
ら
）
年
の
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
に
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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 こ
の
お
荷
物
は
ご
依
頼
人
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
荷
物

を
当
社
が
差
出
人
と
な
っ
て
発
送
代
行
し
て
い
ま
す
。

 
冊

子
小

包
 

料
金

後
納

 
郵

便
 

佐
川
物
流
サ
ー
ビ
ス

(株
) 

今
年
も
高
齢
者
の
皆
様
の
た
め
に 

心
身
に
障
害
を
お
持
ち
の
皆
様
の
た
め
に 

全
力
を
尽
く
し
て
奉
仕
し
ま
す 

 

平
成
二
十
二
年
は
、
愛
寿
会
だ
よ
り
で
全
役
職

員
が
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
る
こ
と
で
年
賀
状

の
発
送
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。
ご
了
承
願
い
ま
す
。 

愛
寿
会
・
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
の
役
職
員
一
同
か
ら
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 
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仁
生
園
の
東
三
百
ｍ
…
小
荒
間
地
内
「
富
士
見
坂
」 

よ
り
…
。 

 

北
杜
市
長
坂
町
夏
秋
九
二
四 

仲
田
盛
興
様
撮
影 

 



   

  

以
下
に
議
決
さ
れ
た
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

   

第
二
仁
生
園
園
長
の
根
津
英
雄
氏
が
理
事
に
、
ま

た
、
去
る
六
月
一
日
に
北
杜
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

会
長
に
ご
就
任
の
長
田
伯
雄
（
は
く
お
）
氏
が
評
議

員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

   
 

国
・
県
は
、
社
会
福
祉
法
人
が
三
千
万
円
以
上
の

工
事
を
す
る
場
合
に
は
一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
よ

う
決
め
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
に
は
多
く
の
方
に
そ

の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
公
告
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
愛
寿
会
の
定
款
は
、
こ
れ
も
国
・
県
の

モ
デ
ル
例
に
よ
り
「
公
告
は
愛
寿
会
の
掲
示
場
に
掲

示
す
る
と
と
も
に
、
官
報
又
は
新
聞
に
掲
載
し
て
行

う
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
、「
愛
寿
会
の
掲
示

場
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
官
報

又
は
新
聞
に
掲
載
し
て
行
う
」
と
、
公
告
の
手
段
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
を
加
え
た
も
の
で
す
。 

   

女
子
職
員
が
、
妊
娠
中
及
び
出
産
後
の
健
康
審
査 

     

を
受
け
や
す
く
し
た
り
、
通
勤
時
の
混
雑
が
母
体
の 

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
始
業
及
び
終
業
時
間
を
按
配

し
た
り
、
妊
娠
中
の
職
員
が
過
重
負
担
に
な
ら
な
い

よ
う
定
め
ら
れ
た
休
憩
時
間
以
外
に
休
憩
す
る
こ
と 

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
等
の
趣
旨
に
則
り
必
要
な
改
正
を
図
り
ま
し
た
。 

     
介
護
の
現
場
の
人
手
不
足
が
社
会
問
題
に
な
っ
て

久
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
と
き
派
遣
会

社
か
ら
十
数
人
お
世
話
を
い
た
だ
き
助
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
派
遣
職
員
の
皆
様
は
ほ
と
ん
ど
全
員
が

愛
寿
会
に
三
年
以
上
勤
務
さ
れ
、
一
般
職
員
と
変
わ

り
な
く
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
派
遣
会
社
及
び
派
遣
社
員
の

皆
様
と
相
談
し
、
派
遣
会
社
当
時
と
変
わ
ら
な
い
勤

務
時
間
、
給
与
そ
の
他
の
勤
務
条
件
の
も
と
一
月
一

日
付
け
で
愛
寿
会
職
員
に
移
行
す
る
こ
と
で
話
し
合

い
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
よ
り
派
遣
職
員
の
皆
様
も
一
層
安
心
し
て

福
祉
の
仕
事
に
打
ち
込
め
ま
す
し
、
愛
寿
会
と
し
て

も
人
事
管
理
が
行
き
届
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

そ
の
移
行
措
置
を
決
め
た
も
の
で
す
。 

    

第
二
仁
生
園
の
建
設
当
時
は
設
置
義
務
が
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
平
成
十
九
年
に
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、 

平
成
二
十
四
年
三
月
ま
で
に
必
置
と
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
矢
先
、
国
の
経
済
対
策
が
打
ち
出
さ
れ
、
第

二
仁
生
園
も
手
を
挙
げ
た
と
こ
ろ
採
択
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
今
回
四
千
万
円
の
補
正
予
算
を
認
め

て
い
た
だ
き
年
度
内
完
成
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
国
庫
補
助
金
が
三
千
万
円
、
自
己
資
金
が
一

千
万
円
で
す
。 

 

な
お
、
理
事
長
か
ら
「
国
庫
補
助
金
を
受
け
て
の

工
事
で
あ
る
た
め
一
般
競
争
入
札
で
業
者
を
決
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
き
れ
ば
年
内
に
、
遅
く
と
も

一
月
早
々
に
は
入
札
し
た
い
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。 

    

か
ね
て
日
本
財
団
に
申
請
中
で
し
た
。
こ
の
ほ
ど

自
動
車
の
代
金
百
五
十
五
万
円
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト

三
十
一
万
円
を
日
本
財
団
に
納
め
れ
ば
同
財
団
か
ら

現
物
給
付
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
三
十

一
万
円
の
ほ
か
ス
タ
ッ
ト
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
費
用
等
合

わ
せ
て
八
十
万
円
の
予
算
を
今
回
認
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

な
お
、
仁
生
園
に
も
必
要
な
車
両
で
す
の
で
本
年

度
某
助
成
団
体
に
申
請
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回

は
見
送
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
当
面
仁
生
園
と
第
二

仁
生
園
で
共
用
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。 

愛
寿
会
十
二
月
定
例
評
議
員
会
・
理
事
会
が 

 
 
 

十
二
月
九
日
（
水
）
に
開
か
れ
ま
し
た 

 
 

 
 

 

議
案
・
協
議
題
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決
（
了
解
）
さ
れ
ま
し
た 

 

社
会
福
祉
法
人
愛
寿
会
定
款
の
一
部
改
正
に
つ

い
て 

 

理
事
・
評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て 

 

就
業
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

 

労
働
者
派
遣
法
に
基
づ
く
派
遣
社
員
か
ら
愛
寿

会
職
員
と
な
っ
た
者
の
身
分
及
び
給
与
等
の
取

り
扱
い
に
関
す
る
特
例
措
置
に
つ
い
て 

 

第
二
仁
生
園
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
設
備
を
設

置
し
ま
す 

 

車
椅
子
で
そ
の
ま
ま
乗
れ
る
福
祉
自
動
車
が
年

度
内
に
第
二
仁
生
園
に
配
備
さ
れ
ま
す 
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議
案
と
し
て
決
定
さ
れ
た
こ
と
の
主
な
も
の
は
以

上
で
す
が
、
次
の
二
項
目
に
つ
い
て
も
協
議
さ
れ
、

方
向
づ
け
が
さ
れ
ま
し
た
。 

  

国
に
お
い
て
、
今
年
の
十
月
以
降
介
護
職
員
一
人

に
つ
き
平
均
月
一
万
五
千
円
を
二
年
半
に
わ
た
っ
て

支
給
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
看
護

職
員
、 

栄
養
関
係
職
員
、
事
務
職
員
等
は
対
象
外
で

す
。
そ
れ
で
は
、
職
種
を
問
わ
ず
一
家
の
よ
う
に
苦

楽
を
分
か
っ
て
施
設
運
営
に
努
め
て
い
る
当
会
と
し

て
は
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
評
議
員
会
・
理
事
会
に
、 

一 

全
員
を
対
象
に
で
き
る
だ
け
の
額
を
支
給
し
た

い
。 

二 

支
給
の
時
期
は
、
支
給
額
確
定
の
都
合
か
ら
平

成
二
十
二
年
の
三
月
二
十
日
と
し
た
い
。 

三 

支
給
の
方
法
は
賞
与
方
式
と
し
、
処
遇
改
善
分

を
期
末
手
当
と
し
、
従
前
決
算
手
当
と
し
て
支
給

し
て
き
た
分
は
勤
勉
手
当
と
し
て
支
給
し
た
い
。 

四 

右
三
項
目
を
骨
格
に
平
成
二
十
一
年
度
適
用
の

臨
時
的
規
程
を
三
月
の
定
例
理
事
会
・
評
議
員
会

に
お
諮
り
す
る
。 

等
々
の
こ
と
を
協
議
し
て
い
た
だ
き
ご
了
解
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

    

第
二
仁
生
園
作
業
棟
建
設
の
こ
と
は
同
園
ス
タ
ー

ト
時
か
ら
の
懸
案
で
し
た
。 

 

今
回
の
理
事
会
・
評
議
員
会
で
、 

一 

規
模
を
百
二
十
一
平
方
メ
ー
ト
ル
（
三
十
七
坪

弱
）
と
す
る
こ
と
。 

二 

建
設
総
額
を
二
千
五
百
余
万
円
、
う
ち
Ｊ
Ｋ
Ａ

補
助
金
一
千
三
百
余
万
円
を
見
込
む
。 

三 

自
己
財
源
中
一
千
万
円
は
、
過
年
度
武
田
和
久

理
事
よ
り
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
基
金
を
充
当
す
る
。 

四 

予
算
措
置
は
、
Ｊ
Ｋ
Ａ
の
補
助
金
決
定
後
に
行

う
。 

五 

そ
の
時
期
は
、
平
成
二
十
二
年
度
の
前
半
と
見

込
ま
れ
る
。 

な
ど
の
こ
と
が
了
解
さ
れ
ま
し
た
。 

                  

～ 

十
二
月
の
行
事
か
ら 

～ 

 

 

去
る
十
二
月
十
日
に
入
所
者
の
皆
さ
ん
総
出
で
、

仁
生
園
の
ま
わ
り
の
花
壇
や
畑
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の

球
根
を
植
え
ま
し
た
。
早
春
に
、
赤
、
白
、
黄
、
紫
、

緑
な
ど
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
競
う
の
が
楽
し
み

で
す
。 

          

 

～ 

第
二
仁
生
園 

～ 

  

手
芸
工
作
で
、「
金
の
リ
ー
ス
づ
く
り
」
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
材
料
は
マ
カ
ロ
ニ
と
カ
ラ
ー
ス
プ
レ
ー
で

す
。
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
素
晴
し
い
リ
ー
ス
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
。 

        

【 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花

言
葉
は
「
愛
」。
愛
寿
会
の

「
愛
」
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

あ
ふ
れ
る
よ
う
な
愛
情

を
以
っ
て
、
入
所
者
の
皆

様
に
接
し
な
け
れ
ば
…
と

役
職
員
一
同
心
を
新
た
に

し
て
い
ま
す
。 

】 
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介
護
職
員
に
対
す
る
処
遇
改
善
に
つ
い
て 

 

 

第
二
仁
生
園
作
業
棟
の
建
設
規
模
等
が
内
定
し

ま
し
た 
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寒さに負けず体力作り… 

 



感 

謝 
 

 愛
寿
会
・
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
へ
の 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

  

い
つ
も
、
愛
寿
会
・
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
の
た

め
に
ご
協
力
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
後
と
も
利
用
者
皆
様
に
、
よ
り
ご
満
足
い
た
だ

け
る
施
設
運
営
を
目
指
し
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
誠

心
誠
意
努
め
て
参
り
ま
す
。 

 

な
に
と
ぞ
倍
旧
の
ご
支
援
の
ほ
ど
を
、
ま
た
、
ご

叱
正
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

略
儀
な
が
ら
お
礼
状
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
五
十
音
順
） 

金
員
・
物
品
の
ご
寄
付 

 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

安

藤

 

克

秀 
 

 
 

様 

 

・
北
杜
市
大
泉
町 

 

小
宮
山 

光
彦 

 
 
 

様 

 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 

杉
浦 

は
つ
子 
 

 
 

様 

 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 

甲

陵

中

学

校 
 

 

様 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

・
北
杜
市
大
泉
町 

 
 

奥

本

 

道

子 
 
 

様 

・
北
杜
市
大
泉
町 

 

九

里

 

靖

裕 
 
 

様 

・
北
杜
市
高
根
町 

 

佐

藤

 

英

道 
 
 

様 

・
北
杜
市
高
根
町  
 

保
坂 

多
枝
子 

 
 
 

様 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
和
（
な
ご
み
）
の
会  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

代
表  

加
地 

洋
子 

 
  
 
 

様 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
が
ら
か
グ
ル
ー
プ 

代
表 

吉
田 

道
子 

 
 

 

様 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
ず
っ
こ
の
会 

 
 

 
 

 
 

 
 
  
 

代
表 

佐
野 

恭
子 

   

様 

 

     
 

 

    

 

                   

          

愛
寿
会
の
サ
ー
ビ
ス
に
何
か
ご
意
見
・
ご
要
望
、
施
設
見
学

な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
こ
ち
ら
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。 

仁

生

園 

電
話
０
５
５
１
‐
３
２
‐
３
３
４
０ 

第
二
仁
生
園 

電
話
０
５
５
１
‐
３
２
‐
８
２
７
０ 

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
六
日
～ 

 
 
 

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
日 

愛
寿
会
後
援
会
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

 

・
北
杜
市
長
坂
町   

伊

藤

 

恵

美 
 

様 

・
さ
い
た
ま
市 

 
  

小

松

 

英

利 
 

様 

               

愛寿会ホームペ

ージ  

http://www.

aijyukai.co

m      

E-mail : 

jinseien@p

oem.ocn.ne.

jp 

こ
れ
ま
で
何
回
か
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に

愛
寿
会
後
援
会
で
は
、
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
見
地
か
ら
、
平
成
二
十
一
年
度

二
回
に
わ
た
っ
て
、
見
出
し
の
講
座
を
開
催
し
て
下

さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

一
回
目
は
、
十
月
九
日
（
金
）
午
後
の
「
介
護
福

祉
士
の
国
家
試
験
を
突
破
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
」
で
し
た
。 

 

二
回
目
は
「
具
体
的
な
回
答
の
仕
方
」
と
題
し
、

十
二
月
三
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
仁
生
園
会
議

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

何
れ
も
講
師
は
山
梨
県
立
大
学
の
伊
藤
健
次
先

生
。
写
真
の
よ
う
に
受
験
す
る
職
員
の
皆
さ
ん
真
剣

そ
の
も
の
で
し
た
。 

 

後
援
会
の
皆
様
本
当
に
感
謝
で
す
。 
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愛
寿
会
後
援
会
支
援
に
よ
る 

 

「
第
二
回
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
対
策
講
座
」 

 
 
 

十
二
月
三
日
午
後
一
時
半
か
ら 

 
 
 
 
 

仁
生
園
会
議
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
一
年
度
の
介
護
福
祉
士
の
国
家
試
験

は
、
一
月
三
十
一
日
に
東
京
で
実
施
さ
れ
ま
す
。 

 

～ 

後
援
会
役
員
会 

～ 

  

十
二
月
十
六
日(

水)

に
、
後
援
会
の
役
員
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

後
援
会
の
会
則
の
一
部
改
正
や
二
十
一
年
度
の
補

正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
、
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
十
一
月
三
十
日
現
在
の
、
会
費(

寄
附
金)

の
納
入
件
数
が
二
百
件
を
超
え
、
二
十
年
度
一
年
間
の

件
数
に
対
し
て
一
四
七
％ 

と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い 

る
と
の
報
告
が
さ
れ
ま
し 

た
。 

 

新
年
度
に
、
後
援
会
と 

し
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を 

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
か 

な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

 


